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水道料金減免
４ヵ月に拡充　

市 市議会 の協力で

　議員団が求めていた水道料
金の減免が、実現することに
なりました。
　また、新型コロナ対策に活
用するため、議員報酬などをカットし減免を拡
充することになりました。

障がい者（児）
子育て施設
マスクなどの配布
　議員団は、マスクや消毒液、非接触型の体温計
など、現場に必要な備品・消耗品を早急に配備で
きるよう求め、実施されています。
　また、国の持続化給付金対象外の福祉事業者（障
がい・介護・保育）に運営継続支援として30万
円を給付する制度ができました。

保護者負担の軽減　

保育所、学童保育

　新型コロナの自粛により保護者の収入が激減し、
生活への影響が深刻です。
　議員団は、市長・教育長に緊急申し入れを行い、
保育、教育現場における経済的負担の軽減や利用
できる制度の拡充・周知を求めました。
　留守家庭児童育成クラブでは、４・５月の育成料
が無料になりました。
　保育所では、保育料・延長保育料などの日割計
算による返金が公立・民間ともに行われています。
　引き続き、みなさんの声や願いを受け止め、実
現できるよう力をつくします。

国へ意見書を提出しま
した

コロナ感染防止対策の
更なる充実・強化を

　６月議会では、「新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策の更なる充実・強化を求める意見書」を全会
一致で提出しました。感染症に関する正確な情報を
適切かつ迅速に提供することや、自治体が継続して
対策に取り組める財政支援などを政府に求めました。

　台風や豪雨被害が頻発するなか、避難場所
における感染予防対策は急務です。避難所で
集団感染を発生させないこと、避難所での感
染を恐れ避難行動・安全行動をとらず犠牲に
なることを防がなければなりません。
　議員団は、発熱など体調に不安を抱える方
が避難できる場所の確保、避難所における感
染拡大を予防するマニュアルを作成し、地域
との連携をしっかり行うこと。マスクや消毒
液、体温計など衛生資材を確保・備蓄し地域
への分散配備や、学校体育館など避難所にお
ける熱中症対策として空調、換気ができる環
境の整備などを求めています。

災害時の
感染予防対策を

　６月から学校や保育所などが再開されましたが、引き続き感染予防対策が必
要です。しかし、ソーシャルディスタンスの確保が困難な状況や消毒など感染
対策で教職員の負担増が問題となっています。すべての教育・保育現場に３
密を避けることができる少人数学級を強く求めています。

ポストコロナ

　政府が主導してきた保健所や病院、学校・教育施設など公共施設の統廃合や
一極集中を見直し、新しい生活のあり方に変えていくことが必要です。

教育の拡充

コロナ対策支援を求める宣伝活動コロナ対策支援を求める宣伝活動

２月と４月に要望書を提出し市長と懇談２月と４月に要望書を提出し市長と懇談

生活を考える
の

　感染予防には、医療と検査の体制を抜本的に強化することが必要です。安心して働きくらすた
めにも、市内でPCR検査、抗原・抗体検査などの体制拡充を求めています。

検査・医療の強化

●少人数学級

●給食センター
　市内１ヵ所の給食センターでは、感染症や食中毒がまん延し、施設職員が一
人でも罹患すると全ての学校給食がストップするリスクがあります。
　市内中学校には、調理室を設置できる場所・環境があり、給食施設を増やす
べきです。

減免内容

対象期間

基本料金の全額免除
及び１ヵ月当たり20㎥まで
３ヵ月から４ヵ月に拡充

※減免の詳細は市ホームページに掲載


